
ࡿけ࠾࡟け橋㸧ࠖ事業࠿津梁㸦ࡢ知ࡿ未来を創ࡢ島ࡽࡹࡕࠕ

ᖹᡂ㸰㸵ᖺ度地域共創型学生プロࢪェࢺࢡ㸦ࡽࡹࡕプロ㸧最終報告書㸦様式㸧

プロࢪェࢡ

称ྡࡢࢺ  
家庭環境࡜中学生ࡢ心࡜体ࡢ健康࡟関ࡿࡍ調査 

プ ロࢪェࢡ

ࢺ ࡢ 目的࣭

概要  

ᡃࡀ国࠾࡟けࠊࡿᖹᡂ24ᖺ度ࡢ全国ࡢ子ࡢࡶ࡝貧困率㸦ᖹ均所得ࡢ半ศをୗ回ࡿ世

帯࡛暮18ࡍࡽṓ未満ࡢ子ࡢ割ྜ㸧࡜％16.3ࡣ過去最悪ࡢ水準を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋᖺ々増

加ࡢ一途を辿࡚ࡗいࠋࡿこࡼࡢう࡞状況ࡢ中ࠊ貧困ࡢ深刻化ࡢ࡬対策ࠊ࡚ࡋ࡜ᖹᡂ

25ᖺ6月࡟子供ࡢ貧困対策ࡢ推進࡟関ࡿࡍ法ᚊྠࠊᖺ12月࡟生活困窮者自立支援法

均ࡢ機会ࡿ教育を受けࠊ整備ࡢ生育環境ࡢࡶ࡝子ࠊࡾࡼ࡟ࢀこࠊࢀ制定࣭施行さࡀ

等ࠊࡸ生活支援ࡢ࡝࡞子ࡢࡶ࡝貧困対策ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࠋࡿ沖縄県࡛ࠊࡣ一人当ࡓ

ࡋ比較࡜全国㸦1.87㸧࡜2.59ࡣ離婚率ࡢᖹᡂ24ᖺ度ࠊ全国一పい事ࡀ県民所得ࡢࡾ

࡚高くࡾ࡜ࡦࠊ親家庭ࡢ割ྜୖࡶ昇࡚ࡋいࡿ事ࠊࡽ࠿子ࡢࡶ࡝貧困率࣭相対貧困率

新聞掲載࡛ࡀ都㐨府県別貧困率࡟㸦調査期間中ࠋࡿࢀ予想さ࡜高い࡚࡭比࡟他県ࡣ

発表さࠊࢀ沖縄県ࡣ全国最悪࡛あࡓࡗ㸧

経済的困窮ࡀ子࡟ࡶ࡝୚え࡚いࡿ影響࡚ࡋ࡜注目を浴࡚ࡧいࡣࡢࡿ第一࡟学力問

題࡛あࠊࡾ全国学力ࠊࡶ࡛ࢺࢫࢸప所得世帯ࡢ子ࡢࡶ࡝学力ࡀపいこࡀ࡜ศ析さࢀ

࡚いࠊࡋ࠿ࡋࠋ⁽¹ࡿ経済的困窮ࠊࡣ学力以前ࡢ段階ࡶ࡜いえࡿ子ࡢࡕࡓࡶ࡝健康ࠊ

生活習慣ࠊ親子関係ࡶ࡟࡝࡞何ࡢ࠿ࡽ負ࡢ影響を୚え࡚い࡜ࡿ考えࠋࡿࢀࡽ米国࡟

多ࡀ実証研究ࡍ相関関係を示ࡢ࡜健康ࡸ発㐩ࡢ心身ࡢࡶ࡝子࡜経済状況ࠊࡣい࡚࠾

数存在ࠊࡀࡿࡍᡃࡀ国࠾࡟い࡚ࡣ基礎的࣮ࢹ࡞タࡢ蓄積࡞ࡣいࠊࡓࡲࠋ経済的困窮

世帯࡟あࡿ子ࠊ࡚ࡗ࡜࡟ࡶ࡝幼少期ࡢ経済的୙利益ࠊࡀ学Ṕࠊ健康ࠊఫ居ࠊ家庭環

境ࠊ意欲ࠊ児童虐待࡝࡞様々࡞面࡛社会的排除をࠊࡋࡽࡓࡶ経済的困窮ࡢ世代間連

鎖ࡢ要因をࡾ࡞うࡿこࡀ࡜指摘さࠊࡾ࠾࡚ࢀ子ࡀࡶ࡝生ࢀࡲ育ࡓࡗ環境࡚ࡗࡼ࡟選

択ࡢ幅ࡸ健康状態ࡀ左右さ࡞ࢀいࡼうࡓࡲࠊ世代間連鎖をさせ࡞いࡼう࡟支援࣭対

策等を講࡚ࡌいく必要ࡀあ࡜ࡿ考えࠋࡿ

本プロࢪェࠊࡣ࡛ࢺࢡ家庭環境࡜中学生ࡢ心࡜体ࡢ健康ࡢ関連ࡘ࡟い࡚現状を把

握ࡿࡍこ࡜を目的ࠊࡋ࡜ヒアࣜンࢢ調査࡜アンࢺ࣮ࢣ調査を実施ࠋࡓࡋ

参考文献

㸯㸧長尾秀ྜྷ，貧困問題࡜学校改革

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施ࡓࡋ活

動

月 実施ࡓࡋ活動内容

㸴

㸵

㸶～㸷

アンࢺ࣮ࢣ調査を実施ࠊࡵࡓࡿࡍ調査票ࡢ作ᡂ

疫学研究倫理審査委員会࡬疫学研究計画書を提出

沖縄ᕷࡢ中学校࡟訪問ࠊࡋ学校長࡬調査協力ࡢ依頼

疫学研究計画書本審査㸦審査承認㸧

宮古島ᕷࡢ中学校࡟訪問ࠊࡋ学校長࡬調査協力ࡢ依頼

両中学校࡬アンࢺ࣮ࢣを配ᕸ࣭回収

宮古島ᕷࡢ中学校㸦養護教諭࣮ࣝࢡࢫࠊソ࣮ࣝࣕࢩワ࣮カ࣮㸧ࠊ宮古島

ᕷ役所㸦家庭児童相談員࣮ࣝࢡࢫࠊソ࣮ࣝࣕࢩワ࣮カ࣮㸧࡬ヒアࣜンࢢ



㸯㸮

㸯㸯

㸯㸰～㸰

㸱

沖縄ᕷࡢ中学校㸦養護教諭㸧ࡢ࡬ヒアࣜンࢢ

アンࢺ࣮ࢣ集計࣮ࢹࠊタ打ࡕ込ࠊࡳ沖縄ᕷࡢ中学校ࡢ思春期教室࡟参加

ศ析࣭考察

最終報告会

ᡂ果をࡓࡵ࡜ࡲ報告書を協力いࡔࡓいࡓ学校ࠊ地域࡟配付㸦予定㸧

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施ࡓࡋ活

動 得ࡾࡼ࡟

ᡂ果ࡓࢀࡽ  

家庭環境࡜中学生ࡢ心࡜体ࡢ健康࡟関ࡿࡍアンࡸࢺ࣮ࢣヒアࣜンࢢを実施ࠊࡋ実

際࡟現場ࡢ声を聞くこࡀ࡜出来ࠊ中学生ࡢ現状を知ࡿこࡀ࡜出来ࠋࡓ貧困ࡢ問題ࡣ

子供ࡔけ࡛࡞く家族全体ࡢ健康を考え支援を展開させ࡚いく必要ࡀあࡿこࡲࠊ࡜

ࠋࡓࡌ強く感ࡶ࡚࡜大ษさをࡢ連携࡞密ࡢ多職種間࡛ࡸ教員ྠ士ࠊࡓ

子ࠊࡣ࡟ࡶ࡝学力面ࡢ支援以外ࡶ࡟生活ࡿࡍ力ࠊ自ศ࡛考え行動ࡿࡍ力࡝࡞を含

ࡓࡌ感࡜ࡿ必要࡛あࡀ存在ࡢࣝࢹࣔ࡞うࡼࡿ࡚ࡶ目標をࡸ夢ࠊࡸ支援ࡢ健康面ࡓࡵ

ࡓࡶ࡝子ࡾ࡞࡜存在࡞身近ࠊࡋࡸ機会を増ࡿ関わ࡜ࡕࡓࡶ࡝子࡚ࡋ࡜大学生ࠊ࡛ࡢ

ࠋࡿ大ษ࡛あࡀ࡜こࡿくࡘ環境を࡞うࡼࡿ࡚ࡶ目標をࡸ夢ࡀࡕ

予 定࡚ࡋい

実施࡛ࡀࡓ

ࡁ ࡓࡗ࠿࡞

こ ⏤理࣭࡜

㸦該当事項ࡀ

あࡿ場ྜࡣ記

入࡚ࡋくࡔさ

い㸧

࣓ンバ࣮

㸦代表者ࡢ氏

※࡟ࢁᚋࡢྡ

を付࡚ࡋくࡔ

さい㸧

氏 ྡ 所属学部 学ᖺ 担 当 ศ 担

医学部 㸱

医学部 㸱

医学部 㸱



 ࡿけ࠾࡟け橋㸧ࠖ஦業࠿津梁㸦ࡢ知ࡿ創ࢆ未来ࡢ島ࡽࡹࡕࠕ

ᖹ成２７ᖺ度地域共創型学生プࣟࢪェࢺࢡ㸦ࡽࡹࡕプࣟ㸧最終報告書㸦様式㸧 

プࣟࢪェࢡ

 名称ࡢࢺ
宮古島城辺福里方言ࡢ音声教材―聞い࡚ヰせࡿ音声教材ࡊࡵࢆし࡚― 

プ ࢡェࢪࣟ

ࢺ ࡢ 目的࣭

概要 

こࡢプࣟࢪェࠊࡣ࡛ࢺࢡ宮古島城辺福里方言ࢆ対象ࠊ࡟福里方言ࡢ音声教材ࢆ作

成す࡜ࡿいう取ࡾ組ࢆࡳ考えࠋࡿ本取ࡾ組ࡢࡳල体的࡞内容࡜し࡚(1) ࠊࡣメンバ

い࡚ࡘ࡟タ࣮ࢹ音声ࡢࡵࡓࡢ教材作成ࡽ࠿ヰ者ࠊ行いࢆ宮古島福里࡛現地調査ࡀ࣮

録音機材ࢆ用い࡚収録し(2)ࠊ収集し࣮ࢹࡓタࡽ࠿福里方言ࡢ言語学的特徴㸦音声

的࣭文法的࡞特徴㸧ࡘ࡟い࡚分析࣭記述ࢆ行い(3)ࠊ言語学的特徴࡟基࡙ࠊࡁ学習

用音声教材 CDࢆ作成すࠋࡿそし࡚(4)ࠊᖺ度ᮎࠊ࡟福里方言学習用音声教材 CD

発行ࢆ報告書ࡔࢇ込ࡾ盛ࢆ概観࡞文法的ࡢ福里方言ࠊ書ཬびࡁ教材手引ࡢそࠊ࡜

しࠊ現地ࡢ教育機関等へ配布すࠋࡿ 

 福里方言࡛音声教材ࡘࢆくࡿ本取ࡾ組ࠊࡣࡳ方言ࡢ記録࣭保存ࡔけ࡛࡞くࠊ௒後

報告書࡜本教材ࠊ࡟ࡽさࠋࡿ考え࡜ࡿ࡞࡟Ⅼ࡛地域貢献ࡿࡀ繋࡟復興ࡸ方言継承ࡢ

࡟福里方言ࡓࡗ࠿࡞ࢀ研究さ࡝ࢇ࡜ほ࡛ࡲࢀこࠊࡾ࠾基࡙い࡚࡟言語学的知見ࠊࡣ

࡞いうⅬ࡛学術的࡜行うࢆ記録保存࡟ࡶ࡜࡜音声ࠊし࡟࠿ࡽ明ࢆ特徴ࡢそࠊい࡚ࡘ

意義ࡶあࠋࡿ方言ࡣᖺ々ヰ者ࡀ減少しࠊ絶滅ࡢ危機࡟瀕し࡚いࠋࡿ方言࡞ࡀくࡿ࡞

࡜うこࡲ消え࡚しࡶ文化ࡓࡁ࡚ࢀ継承さ࡚ࡗࡼ࡟方言࡟時ྠ࡜ࢀそࠊࡣ࡜いうこ࡜

継承し࡚いࢆ文化ࡸ言語ࡢ地域ࠊࡵ深ࢆ理解ࡢ地域ࠊ活動࡛ࡢࡕࡓ私ࠋࡿ意味すࢆ

くこࡀ࡜出来࡜ࡿ考えࠋࡿ 

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動 

月 実施しࡓ活動内容 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

8月9ࠊ月ࡢ調査ࡢ準備㸦調査票࡙くࠊࡾ前回ࡢ࡛ࡲ調査ࡵ࡜ࡲࡢ㸧 

宮古島࡛ࡢ調査ձࠊ 

調査ࡵ࡜ࡲࡢ㸦主࡟音声㸧 

宮古島࡛ࡢ調査ղ 

調査ࡵ࡜ࡲࡢ㸦主࡟音声ࠊ付属ࢸࡢキࢺࢫ㸧 

CDࢸ࡜キࢺࢫ第一版作成 

第一版ࡢCDࢸ࡜キࡢࢺࢫ検討ࠊ修正 

検討ࠊ࡟࡜ࡶࢆ第஧版ࡢCDࢸ࡜キࡢࢺࢫ作成 

第஧版ࡢCDࢸࠊキࡢࢺࢫ作成 

報告書作成ࠊ最終報告会用ࢪࣞࡢュメ作成 

最終報告会 

成果報告書提出 



こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動 得ࡾࡼ࡟

 成果ࡓࢀࡽ

࣭調査ࢆ行いࠊそࢆࡵ࡜ࡲࡢ行ࡓࡗこ࡛࡜宮古島福里方言ࡢ音声的࡞特徴ࡸ文法的

ࡶ聞く人࡛ࢆ福里方言࡚ࡵ初ࠊ࡟࡜ࡶࢆ調査結果ࡢそࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ知ࢆ特徴࡞

聞い࡚ヰせࡿこࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜うࡼࡿ࡞࡟うࠊ࡟音声的࡞面ࠊ文法的࡞面ࡢࡽ࠿㞴易

度ࢆ考慮しࠊ徐々ࢵࢸࢫ࡟プアࢵプし࡚いけࡼࡿう࡞構成ࡢ CDࢆ作成すࡿこࡀ࡜

 ࠋࡓࡁ࡛

࣭付属ࢸࡢキࠊࡣ࡛ࢺࢫ福里方言ࡢ主࡟文法的࡞面ࡢ解ㄝ࠾ࢆこ࡚ࡗ࡞いࠋࡿ付属

い࡚知ࡘ࡟ヲしく福里方言ࡾࡼࠊຍえ࡚࡟情報ࡢࡽ࠿CDࠊ࡛࡜こࡴㄞࢆࢺࢫキࢸࡢ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ

福里方ࠊ調査࡛ࢢヒアリンࡢ宮里久男氏へࠊࡿ著者࡛あࡢ辞඾ࠖࢶマフࢫ城辺ࠕ࣭

言ࢆ含ࠊࡴ宮古方言ࠊ琉球方言ࡢ保存࣭継承ࡼࡢ࡝ࡣ࡟う࡞活動ࡀ必要࠿ࡢ࡞知ࡿ

こࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜ 

予 定し࡚い

実施࡛ࡀࡓ

ࡁ ࡓࡗ࠿࡞

こ 理由࣭࡜

㸦ヱ当஦項ࡀ

あࡿ場合ࡣ記

入し࡚くࡔさ

い㸧 

メンバ࣮

㸦代表者ࡢ氏

名ࡢ後࡟ࢁ※

ࡔ付し࡚くࢆ

さい㸧 

氏 名 所属学部 学ᖺ 担 当 分 担 

 法文学部 3ᖺ ࢸキࠊࢺࢫ 

報告用ࣞࢪュメ作成 

 法文学部 3ᖺ CD作成ࠊ 

ヒアリンࢢ調査ࡵ࡜ࡲ

 法文学部 3ᖺ ࢸキࠊࢺࢫ 

報告用ࣞࢪュメ作成 

 法文学部 2ᖺ CD作成 

 法文学部 2ᖺ CD作成 

 法文学部 2ᖺ ࢸキࠊࢺࢫ 

報告用ࣞࢪュメ作成 



「ちゅら島の未来を創る知の津梁（かけ橋）」事業における

平成２７年度地域共創型学生プロジェクト（ちゅらプロ）最終報告書（様式）

プロジェク

トの名称
体験型地域コミュニケーࢩョンの実現に向けたメ࢔࢔࢕ࢹーࢺプロࢪェクࢺ

プロジェク

トの目的・

概要

本事業の目的は、メディアアートのノンバーバールな特性を生かして地域課題を顕

在化し、実際の行動を喚起させることである。そのために、本事業ではメディアア

ート作品を地域に設置または提供し、作品と作品に触れる人とその様子を収めた映

像などのメディアを作ることにより、地域の問題に対して目を向けてもらうことで

地域への貢献を図る。

これまでに

実施した活

動

月 実施した活動内容

7, 8月 

9月 

9月26日 

10月31日 

11月上旬 

12月中旬 

1月上旬 

2月上旬 

2月17日 

～現在

・音のなるゴミ箱「iTrash」のシステムを作るための、設計及び備品

の購入をした

・実際にiTrashシステムを構築

・琉大祭にてシステムの運用、実施

・北谷町ハロウィーンにてシステムの運用、実施

・集めたコンテンツによる動画の作成

・階段ピアノ「iStep」システムの設計、及びプロトタイプ作り

・備品の購入、依頼先の洗い出し

・設置依頼を沖縄都市モノレールとイオンモール沖縄ライカムに打

診(未だ交渉中) 

・成果報告会において、資料を制作し発表を行った。

・iStepプロトタイプ第二版の製作中

これまでに

実施した活

動により得

られた成果

北谷町のハロウィーンでは、イベントが終わるとゴミのポイ捨てが目立つという問

題があった。そこに対して、今回製作したiTrashを設置することでゴミのポイ捨て

問題を改善できるのではないかと考えた。 

琉球大学の宮里大八先生のご協力のもと、アメリカンビレッジ内のカーニバルパー

クのイベント担当の方とつながることができ、実際にiTrashを設置させていただい

た。

実際に設置されたiTrashは特に子供達からの食いつきがよく、多くの人が積極的に

ゴミを捨てていく様子が見て取れた。 

iStepの方はプロトタイプの質の問題で反応がもらえていない可能性を考慮して、

より具体性を増したプロトタイプを製作中。 

先方がNGだった場合は琉球大学内への設置も検討中。



予定してい

たが実施で

きなかった

こと・理由

（該当事項が

ある場合は記

入してくださ

い）

iStep(階段ピアノ)の実施。 

人が多く通り、エスカレータやエレベータなどの比較をするためにそのような設備

のある2社に設置の交渉をした。プロダクトの構成上、どうしても階段のサイズを

考慮して制作しなくてはならないため、許可をもらって階段のサイズに合わせてプ

ロダクトを設置しようとしたが、交渉が思うように進められなかった。

メンバー

（代表者の氏

名の後ろに※

を付してくだ

さい）

氏 名 所属学部 学年 担　当　分　担

工学部 3 マネジメント・ハード

ウェア構築・システム

設計・雑用

工学部 2年 システム構築・プログ

ラマー

理学部 1年 デザイン・コネクタ

ー・プロポーザー





 ࡿけ࠾࡟け橋㸧ࠖ஦業࠿津梁㸦ࡢ知ࡿ創ࢆ未来ࡢ島ࡽࡹࡕࠕ

ᖹ成２７ᖺ度地域共創型学生プࣟࢪェࢺࢡ㸦ࡽࡹࡕプࣟ㸧最終報告書㸦様式㸧 

プࣟࢪェࢡ

 名称ࡢࢺ
元気プࣟࢪェࢺࢡ in 久米島㸦商品開発班㸧 

プ ࢡェࢪࣟ

ࢺ ࡢ 目的࣭

概要 

 宮古ࡸ石垣࡟比ࠊ࡭久米島ࡢ知名度ࡀ格段࡟పい現状ࠊࡽ࠿久米島࡟人ࢆ呼び込

 ࠋࡿすࢆ開発ࡢ土産࠾࡜ア࣮ࢶ࡟ࡵࡓࡿ図ࢆ活性化࡛ࢇ

癒࡟自然ࠊし࠿活ࢆ魅力ࡢ多い久米島ࡢࢺࢵ࣏ࢫ観ගࡸࢁこ࡝見ࠊࡣア࣮開発ࢶ 

さࡽࡀ࡞ࢀ語ࡾ合ࠊࡾࡓࡗマリンࢆࢶ࣮࣏ࢫ楽し࡛ࢇ思い出ࢆ作ࡿ 2泊 3日ࡢ卒業

旅行ࡢ制作࠾ࠋ土産開発ࡣ久米島ࡢ知名度アࢵプࢆ図࡝࡟ࡵࡓࡿこ࠾ࡶ࡛࡟ᒆけ࡛

 ࠋ࡜こࡿ作ࢆ土産࠾ࡓࡗ使ࢆ特産品ࡢ久米島ࡿࡁ

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動 

月 実施しࡓ活動内容 

7 

8 

9 

࣭久米島ࡢ特産品調25ࠊ࡭個ほ࠾࡝土産商品ࡢ案ࢆ出しࡓ 

࣭㞳島マࣝࢩェࡢⓑ鳥様࢕ࢸ࣮࣑ࡢ࡜ンࢆࢢしࠊアࢻバࢆࢫ࢖頂いࡓ 

࣭஦前調査࡟向けࠊ久米島観ග協会ࠊ久米島商工会盛ྜྷ様࡟ア࣏取ࡾ 

 調査ࡳ聞込࡟཭人ࡢ久米島出身ࢆ観ග名所ࡢⅭ島ࡢア࣮開発ࢶ࣭

࣭地域交流班࡟アン࠾ࢺ࣮ࢣ土産ࠊ久米島ࡢ名所࡝ࡣこ࠿問う質問ࢆ入ࢀ

 ࡓࡗࡽࡶ࡚

࣭第一回࠾土産試作会 久米島ࡳࡢそࠊ࡟ࢫ࣮ࢯࢆ久米島ࡢ野菜ࣆࢵࢺࢆン

ࠋࡓ試作しࢆプ࣮ࣞࢡࡔࢇこࡾ練࡟生地ࢆ紅芋ࡢ久米島産ࠊ࡜ࢨࣆࡓしࢢ

ࡀ色ࡢ紅芋ࡣプ࣮ࣞࢡࠋࡓࡗ࡞高さ࡛塩辛くࡢ塩分ࡢそࡳࡢ久米島ࡣࢨࣆ

焼ࡁあ࡜ࡿࡀ上手く出ࠊࡎ見ࡓ目ࡀ悪くࠊࡾ࡞断念 

࣭元気プࣟࢪェࢺࢡin久米島࣒࣮ࢳ中間発表 現状報告 

࣭㞳島マࣝࢩェⓑ鳥様࢕ࢸ࣮࣑࡜ンࢢ(商品ࡢ売ࡿࢀ見込࡜ࡗࡶࢆࡳ高ࡿࡵ

Ⅽタ࣮ࢆࢺࢵࢤ絞ࡿ஦ࠊⓑ鳥様ࡀ販売し࡚いࡿ商品ࡢ開発ࡢ様子ࢆ伺いࠊ

஦前調査࡟備えࡓ) 

࣭各旅行会社ࡀ販売中ࡢ久米島ࢶࡢア࣮ࢆ調ࠊ࡭価格ࡸキࣕンペ࣮ンࡢ相

場ࢆ把握 

࣭஦前調査࡛訪問しࡓ際ࡢ質問ࠊ訪問ඛࡢ方へࡽࡹࡕࡢプࣟ࡜商品開発ࡢ

自己紹௓文ࡢ作成 

࣭㞳島マࣝࢩェ࡟訪問 商品ࡢ販売形態(࠾中元࣭࠾歳暮࣭冷凍食品等々)

 伺うࢆヰ࠾い࡚ࡘ࡟方法ࢺࢵプࢺ࢘アࡢア࣮ࢶ

࣭タ࣮ࡣࢺࢵࢤフ࣑࢓リ࣮層࠾ࠊ土産商品ࡣ久米島ࡢ知名度ࡀ上ࡼࡿࡀ

うࠊ発送࠾ࠊࡁ࡛ࡶ࡝࡞手軽ࡘࡸ࠾感覚࠾ࡢ土産ࠋ࡟ 

いう஦࡜ࡿࡁ࡛ࡀ森ࡢࣟࢺࢺࡢ宮崎駿監督࡟久米島ࡶࢺプࢭンࢥࡢア࣮ࢶ

 ࠋ決定࡟旅ࠖࡢリ࣮࡛癒し࣑࢓フࠕ࡛

࣭本調査ࡢ日程調整(訪問ඛへࡢア࣏取ࡸࡾ民宿ࠊフェリ࣮ࣞࠊンタࡢ࣮࢝

手配࡝࡞) 

࣭஦前調査 in 久米島(ୗ地ඛ生ࠊ仲ᮧῺࠊ金城ࠊ嘉数) 



10 

11 

12 

1 

2 

久米島࠾ࡢ土産開発状況ࡢ把握ࠊ開発ࢆ࢘ࣁ࢘ࣀࡢ教え࡚頂いࠋࡓ 

島出身ࡢ཭人࠾すすࢺࢵ࣏ࢫࡵ視察 

࣭本調査へ向けࠊ更ࢶ࡟ア࣮࣭࠾土産ࡢア࢕ࢹ࢖アࢆ出しࡓ 

࣭第஧回試作会ࡎࡶく揚ࡆ団子ࠊ紅芋࡜ࢇࡾ࠿ࡕࡶࡕࡶうࢆ作ࡶࡿ失敗 

࣭第୕回試作会紅芋ࢳュ࣑ࣟ࢞࢘ࠊࢫメタࣝࡀࢺ成ຌしࠋࡓ 

࣭本調査 

食ࣞࢺࡢンࠊ࣮ࢼ࣑ࢭࢻ久米島観ග協会ࡢ仲宗根様࢕ࢸ࣮࣑ࡢ࡜ンࠊࢢ保

久ᮧさࢇ達ࡢࢳࣈࢽ࡜森散策ࠊࢡ࣮࢛࢘ࢺ࢖ࢼࠊ久米島観ග名所視察ࠊ赤

嶺࢖ࣃン園さࢇ訪問ࢆ࣒ࣕࢪࣝࢮ࣮ࣟࠊ製造し࡚いࡿ与ᗙさࢆࢇ訪問ࠊ深

層水製造工場視察 

 変更࡟卒業旅行ࠖࠕࢆマ࣮ࢸࠊࡣア࣮ࢶ

࣭第四回試作会࣑࢞࢘メタࣝ࢖ࣃ࡟ࢺンࢆ࣒ࣕࢪࡢࣝࢮ࣮ࣟ࡜使用ࠋ 

 プࢵ紅芋感アࠊし࡚使用し࠿蒸ࢆ紅芋ࡣࢫュࣟࢳ

࣭県外在ఫ200ࡢ人ࡢ大学生࡟久米島ࢶࡢア࣮ࡘ࡟い࡚アンࢆࢺ࣮ࢣ実 

施ࠋ 

࣭作成しࢶࡓア࣮࢜ࢆリ࢜ンࢶア࣮さ࡟ࢇ提出 

 状態ࡕ進捗待ࡢࢇア࣮さࢶン࢜リ࢜ࡣア࣮ࢶ࣭

࣭第五回試作品࡙くࡾ 

 ࡓしࢆ相談ࡢい࡚ࡘ࡟商品化࡟安里様ࡢ通商࣮࣏ンࢼ࣭

久米ࢪ࢖࢚ェン࣮ࢩ様ࢆ仲宗根様࡟紹௓し࡚ࡓࡗࡽࡶ 

 直しࡾア࣮練ࢶ

久米ࢪ࢖࢚ェン࣮ࢩ様࡟うࡵࡀࡳプࣟࢪェࢆࢺࢡ提案 

久米島観ග協会様ࢶ࡟ア࣮プࣛンࢆ提出 

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動 得ࡾࡼ࡟

 成果ࡓࢀࡽ

 実際࡟島࡟訪問し࡚ࠊ࡚ࡳ久米島ࡣ࡟観ග名所ࡀ沢山あ࡜ࡿいう஦ࡀわࠊࡾ࠿卒

業旅行ࡢプࣛンࢆ完成させࡿこࡀ࡜出来ࢶࠊࡀࡓア࣮ࡢメ࢖ンࡢア࣮࢕ࢸࣅ࢕ࢸࢡ

 ࠋ未決定࡛すࡀ代替案ࡢ

ࢆࢺメタ࣑ࣝ࢞࢘࡜ࢫュࣟࢳ紅芋ࡓ使用しࢆ食材ࡢ久米島産ࡾࡼࠊࡣ土産開発࠾ 

開発࡛ࡲࡁしࠋࡓ商品化ࢆす࡟ࡿあࠊࡾࡓ工場ࢺ࣮࣏ࢧ࡟し࡚࡚ࡗࡽࡶ製造す࡟ࡿ

メ࡛ࠖ久米島࣑࢞࢘ࠕࠊࡀࡓしࡲ抱え࡚いࢆ面࡛問㢟ࡢ予算ࠊ࡛ࡢ࡞必要ࡀ資金ࡣ

࢖ࡢそࠋすࡲし࡟方法ࢺࢵプࢺ࢘いうア࡜うࡼしࢆこし࠾地域ࠊࡾ作ࢆࢪメ࣮࢖ࡢ

メ࣮ࢆࢪ作࡟ࡵࡓࡿ久米島ࡢ飲食店ࡸ食品ࢆ製造し࡚いࡿ店࡟私達ࡀ発案しࡓ஧品

࣮ࢳメ࣑ࣔ࢞࢘ࠊࡵࡓࡿ定着させࢆࢪメ࣮࢖ࡢメ࣑࢞࢘ࡾࡼࠊࡓࡲࠋすࡲ提案しࢆ

フࡸࢪ࣮ࢣࢵࣃࡢ商品ࢆ増ࡸすこಁࢆ࡜しࡲすࠋ



予 定し࡚い

実施࡛ࡀࡓ

ࡁ ࡓࡗ࠿࡞

こ 理由࣭࡜

㸦ヱ当஦項ࡀ

あࡿ場合ࡣ記

入し࡚くࡔさ

い㸧 

うࡵࡀࡳタ࣭ࣝࢺ紅芋タࣝࡢࢺ商品化㸦実際࡟商品化すࡣ࡟ࡿ賞味期限࢕ࢸࢫࢸࢆ

ンࢢす1࡟ࡢࡿᖺ以上ࢆ要すࡿこࠊ࡜࡜原材料࡚ࡗ࠿࠿ࡀࢺࢫࢥ࡟しࡲう࠾ࠊࡵࡓ

土産ࡢ価格ࡀ高㢠࡚ࡗ࡞࡟しࡲう஦ࠊ島࡛商品ࢆ生産すࡿ人࣭会社ࡀ見࠿࡞ࡽ࠿ࡘ

 㸧ࠋ原因࡛す࡞主ࡀ࡝࡞஦ࡓࡗ

メンバ࣮

㸦代表者ࡢ氏

名ࡢ後࡟ࢁ※

ࡔ付し࡚くࢆ

さい㸧 

氏 名 所属学部 学ᖺ 担 当 分 担 

  観ග産業科 㸯 リ࣮࣮ࢲ兼࠾土産開発

 観ග産業科 㸯 ࠾土産開発 

観ග産業科 㸯 ࠾土産開発 

観ග産業科 㸯 ࢶア࣮開発 

観ග産業科 㸯 ࢶア࣮開発兼書記 

観ග産業科 㸯 ࢶア࣮開発兼写真ಀ 

観ග産業科 ２ ࢶア࣮開発 

観ග産業科 ２ ࢶア࣮開発 

観ග産業科 ２ ࢶア࣮開発 



 ࡿけ࠾࡟け橋㸧ࠖ事業࠿津梁㸦ࡢ知ࡿ創ࢆ未来ࡢ島ࡽゅࡕࠕ

ᖹ成２７ᖺ度地域共創型学生プࣟࢪェࢺࢡ㸦ࡕゅࡽプࣟ㸧最終報告書㸦様式㸧 

プࣟࢪェࢡ

 名称ࡢࢺ
元気プロジェクトin久米島 地域交流班 

プ ࢡェࢪࣟ

ࢺ ࡢ 目的࣭

概要 

久米島ࡢ観光ࡢ現状࡜し࡚ࠊ石垣島・宮古島࡝࡞他ࡢ離島࡟比࡭観光客ࡢ数が伸

び悩࡛ࢇいࡿ課題が挙ࢀࡽࡆますࠋそ࡛ࡇ私たちࠊࡣ久米島観光ࡢ活性化策ࢆ学生

島嶼地ࠊࡣ中࡛も地域交流班ࡢ本プロジェクトࠋ考えました࡜視点࡛検討したいࡢ

域ࡢ高校生以上ࡢ若者がࠊ進学や就職࡛島外࡬流出し࡚い࡜ࡿいう問題࡟着目しࠊ

久米島島民࡜私たちࡼࡢう࡞大学生ࡢ࡜交流ࢆ通し࡚ࠊ地域ࡢ活性化ࡢ一助ࡿ࡞࡜

ࠋ活動しました࡟目的ࢆ࡜ࡇ

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動

月 実施しࡓ活動内容

9月

9月15日

10月2～4日

10月～2月ୖ旬

2月 17日

久米島高校を対象とした䜰ンケ䞊ト調査資料作成 

久米島事前調査䠄代表仲村渠のみ䠅 

久米島本調査䠄メン䝞䞊6人全員䠅 

→琉大フェステ䜱䝞ル in久米島の実施䠄知のふるさと納税と共同䠅

䜰ンケ䞊ト調査結果の集計䞉分析、報告書、䝟ワ䞊ポ䜲ント作成 

最終報告会

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動 得ࡾࡼ࡟

 成果ࡓࢀࡽ

琉大フェࢫテ࢕バࣝin久米島࡛ࠊࡣ地域ࡢ子供達ࢆ中心࡟保護者ࡸ地域ࡢఫ民ࡢ

方々࡜交流しࠋࡓ普段ࠊ高校生以ୖࡢ若者ࡢ࡜接Ⅼࡢ薄い久米島ࡢ子供達࡞ࡘࡢ࡜

久ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ提供すࢆけ࠿っࡁࡘ持ࢆ視Ⅼ࡞ࡓ新ࠊ࡛࡜こࡘ持ࢆࡾࡀ

米島⏫ࡢ方ࠊࡸ久米島⏫観光協会࣭久米島⏫役場ࡢ方ࡽ࠿こࡢ事業ࢆ⥅⥆し࡚欲し

いࡢ࡜要望ࡀあっࠋࡓ

琉大フェࢫテ࢕バࣝin久米島࡛交流しࡓ幼ᖺ期࣭青ᖺ期ࡢ方々ࡢ࡜交流以外࡟

もࠊ実際࡟久米島࡛仕事ࢆし࡚いࡿ壮ᖺ期ࡢ方ࠊ退職しࡓ老ᖺ期ࡢ方々࡟ヰࢆ伺

いࠊ様々࡞意見ࢆ得ࡿこࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜久米島࡛ࠊࡣ各字ࡣࡾࡀ࡞ࡘࡢ࡜ࡈあࠊࡀࡿ

島全体࡛ࡣࡾࡲ࡜ࡲࡢ薄い࡜いうこࡀ࡜見えࠋࡓ

久米島高校へ࢔ࡢンࢺ࣮ࢣ調査ࠊࡣࡽ࠿㞳島࡟ఫࡴ高校生ࡀ抱え࡚いࡿ現状ࡸ課

題ࠊࡓࡲࠋࡓࢀࡽࡳࡀ観光業ࡘ࡟い࡚質問し࡜ࡓこࠊࢁ観光客ཷࡢけ入࡟ࢀほࢇ࡜

ࠋࡓっ࠿わࡀ࡜こࡿ積極的࡛あࡀ生徒ࡢ࡝

予 定し࡚い

実施࡛ࡀࡓ

ࡁ ࡓっ࠿࡞

こ 理由࣭࡜

㸦ヱ当事項ࡀ

あࡿ場合ࡣ記

入し࡚くࡔさ

い㸧 

琉大フェࢫテ࢕バࣝin久米島࡛使用しࡓ観光科学科ࡸ外国ࡘ࡟い࡚説明すࡿ展示

࡝࡞久米島高校ࡸࢫࣃオ࣮プンキャンࠊ࡟Ⅽࡢ紹介ࡢ観光科学科ࡸ大学ࠊࢆࢻ࣮࣎

ࠋࡓっ࠿࡞Ⅽ実施しࡓっ࠿࡞ࡀ機会ࠊࡀࡓ考え࡚いࢆ設置ࡢ࡛



メンバ࣮

㸦代表者ࡢ氏

名ࡢ後࡟ࢁ※

ࡔ付し࡚くࢆ

さい㸧

氏 名 所属学部 学ᖺ 担 当 分 担

観光産業科学部

観光科学科

地域交流班

観光産業科学部

観光科学科

２ᖺ次 地域交流班

観光産業科学部

観光科学科

㸯ᖺ次 地域交流班

観光産業科学部

観光科学科

㸯ᖺ次 地域交流班

観光産業科学部

観光科学科

㸯ᖺ次 地域交流班

観光産業科学部

観光科学科

㸯ᖺ次 地域交流班



ᖹ成２７ᖺ度地域共創型学生プࣟࢪェࢺࢡ㸦ࡕゅࡽプࣟ㸧最終報告書 

元気プࣟࢪェࢺࢡ in久米島 

環境班 

プࣟࢪェࢡ

 名称ࡢࢺ
元気プࣟࢪェࢺࢡ in 久米島

プ ࢡェࢪࣟ

ࢺ ࡢ 目的࣭

概要 

＜環境班＞

本事業ࡢ目的ࡣ久米島ࡢ観光資源࡛あࡿ自然ࡀ観光ࡢ発展ࡾࡼ࡟崩࡚ࢀしࡲっ࡚い

大ษさ࡜㞴しさࡢ࡜守っ࡚いくこࢆっ࡚自然࡞࡜一体࡜方ࡢ久米島ࠊࡾ知ࢆ現状ࡿ

ࢆ活動ࡢࡵࡓうࡽ知っ࡚も࡟ࡕࡓ人ࡢ多くࢆ魅力ࡢ自然ࡢ久米島ࠊ࡟も࡜࡜学ぶࢆ

ࢆ環境࡜観光ࠕ win win࡟࣮ࢺࢵࣔࢆࠖ࡟進࡚ࡵいࡲࡁしࠋࡓ

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動

月 実施しࡓ活動内容

㸶月

㸷月

10月

２月

出すࢆ案ࡡ㔜ࢆࢢン࢕テ࣮࣑

久米島ࡢ自然࡟ヲしいబ藤さࢩࡢࢇンポ࣒࢘ࢪ参加

基礎調査 日帰࡛ࡾ久米島へ

本調査

最終報告会

こ ࡟࡛ࡲࢀ

実施しࡓ活

動 得ࡾࡼ࡟

 成果ࡓࢀࡽ

久米島࡛ࡢ本調査ࠊ࡚࡟ୗ調ࢆ࡭も࡟࡜漂着ࡀ࣑ࢦ多い࡜いわ࡚ࢀいࡿ観光地ࠕ立

神海岸ࠖࡢ清掃ࢆ地域ࡢ方࡜࡜も࡟行っࠋࡓこࡢ活動ࠊࡾࡼ࡟久米島ࡢ観光࡜自然

ヰしし࠾࡜方ࡢ久米島観光協会࠿ࡢいいࡤࢀうす࡝࡟ࡵࡓࡿせࡓ立ࡾく成ࡲうࡀ

立神海岸清掃࡟⏬企ࡢ࣒ࣛࢢ民宿プࣟࡿ参加すࡀ小学生ࡢ沖縄本島ࠊ結果ࡢそࠋࡓ

体感࡛ࢆ࣒ࢬ࣮ࣜࢶࢥ࢚࡟も࡜࡜自然ࡢ久米島ࠊ結果ࠋࡓࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࢀ入ࡾྲྀࢆ

知っ࡚もࢆ現状ࡢ࣑ࢦ漂着ࡢ久米島ࠊ࡜活動ࡢࡕࡓ私ࠊࡓࡲࠋࡓࡁ実現࡛ࡀ場ࡿࡁ

ࠋࡓしࢆ作成ࡢࢻ࣮࢛ࣝフ࢖ࣛࢺࡢࡵࡓうࡽ

予 定し࡚い

実施࡛ࡀࡓ

ࡁ ࡓっ࠿࡞

こ 理由࣭࡜

㸦ヱ当事項ࡀ

あࡿ場合ࡣ記

入し࡚くࡔさ

い㸧 

久米島࡛行わ࢚ࢤࣞࡿࢀフェࠕࢫワンࣛ࡟ࠖࣈ清掃活動ࡾྲྀࢆ入ࠋࡿࢀ

ワンࣛࡢࣈ主催者ࡢ方࡜連絡ࠊࡾྲྀࢆ清掃活動ࡾྲྀࢆ入࡚ࢀほしい࡜いう提案ࢆし

ࠋࡓしࡲࡁࡔࡓいࢆ返事࠾ࡢ࡜すࡲࡳ࡛ࢇ組ࡾྲྀ࡟ࡁ前向ࠊࢁこ࡜ࡓ

メンバ࣮

㸦代表者ࡢ氏

名ࡢ後࡟ࢁ※

ࡔ付し࡚くࢆ

氏 名 所属学部 学ᖺ 担 当 分 担

観光産業科 1 環境班

観光産業科 1 環境班



さい㸧 観光産業科 2 環境班

観光産業科 1 環境班

観光産業科 2 環境班

観光産業科 2 環境班



「ちゅら島の未来を創る知の津梁（かけ橋）」事業における 

平成２７年度地域共創型学生プロジェクト（ちゅらプロ）最終報告書（様式） 

プロジェク

トの名称
週末農業の会＠名護東海岸 

プ ロ ジ ェ ク

ト の 目 的 ・

概要 

名護東海岸において週末の農業のお手伝いの機会を作ることによって、都市×農村

交流の場をつくり、交流を通して場所とつながるきっかけづくりを行う。 

こ れ ま で に

実 施 し た 活

動 

月 実施した活動内容 

8月5日 

8月8日 

9月3日 

10月6日 

12月30日 

かぼちゃ植え付け準備（比嘉家） 

かぼちゃ植え付け準備（比嘉家） 

ビニールハウス修復（桑江家） 

施肥作業（仲村民博家） 

草刈り（仲村千恵子家） 

こ れ ま で に

実 施 し た 活

動 に よ り 得

られた成果 

・一つ一つの作業を終わらせることができたこと

・延べ人数 19名の学生が参加してた

（うち県内 15名、県外 4名） 

・農家さんとの交流の場につながった

予 定 し て い

た が 実 施 で

き な か っ た

こ と ・ 理 由

（該当事項が

ある場合は記

入してくださ

い） 

メンバー

（代表者の氏

名の後ろに※

を付してくだ

さい） 

氏 名 所属学部 学年 担 当 分 担 

観光産業科学部 ３ 農作業リーダー 

法文学部 ３ 農作業リーダー 

農学部 ２ 農作業リーダー 

農学部 ４ 現地との調整、農作業

リーダー




